
JCLU 連続講座     

【主催】公益社団法人自由人権協会（JCLU） 

【共催】専修大学文学部ジャーナリズム学科（2019 年 4 月開設） 
TEL:03-3437-5466  e-mail:jclu@jclu.org URL：www.jclu.org 

翁長前知事の急逝を受けて実施された沖縄県知事選では、継承を公約とした玉城デニー候補が

史上最多の得票数で新知事に選出されました。一方で政府は、県の辺野古埋め立て工事承認の撤

回を無効にするための法的手段をとり、対話に応じることなく工事を再開させました。基地負担

軽減ためには「辺野古移設が唯一の選択肢」という方針の変更はまったくない、との意思表示と

いえます。 

ただし新しい基地施設ができれば、その分、騒音等の被害がより拡大・深刻化することは、高

江のヘリパットを見ても明らかな状況です。さらに、こうした米軍被害の根源でもある日米地位

協定の変更に、政府は一貫して後ろ向きです。こうしてみると、沖縄において憲法で保障されて

いる「人権」がきちんと保障されているのか、きわめて怪しくなってきます。こうしたなかで、

憲法の改正は沖縄にどういう意味を持つのか、ご一緒に考えてみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

JCLU＆専修大学は「沖縄と憲法」連続講座を実施中で

す（以下、実施済み）。詳細はウエブサイトを。 

5月 26日 沖縄と憲法～日米地位協定から（前泊博盛）

7月 20日 表現の自由（高嶋伸欣・藤原家康） 

9月 28日 教育の自由（斉加尚代） 

http://www.jclu.org/

